
薄衣城(米倉館、鴻書館)川崎村薄衣宰

相ノ沢

薄衣の中心から南へ約Ikmの北上川を臨む

丘陵突端にある。西に北上川、 「勘よ急峻を崖

となる。岡城より「南450mに妾簑寺がある。標

高78.4mで、推定城域東西4()0m南北41()mで

ある。

主部(100m X50m)の西には、標高68mの

郭が物見台と伝わる。主部の東側には50m X

60m程のゆるい埠の付く郭がありその更に北

側に、同規模の郭が平場を伴っている。本邦の

南斜面に帝都の土壇が発達している。本邦・

物見郭の北面は、自然の谷と採石採取揚とな

っており急峻を崖である二 現在探七台ま行をお

れていない。

当山台録古城書上』では、「両群衣城東西

25間南北1了間 二ノ丸東西29閲南北17聞城主千

薬中務」と伝えている。本城は千葉溝材が煉

永2年に居住し薄衣氏を名乗った。‖司城跡に

は、元手2年(l銘2)の碑が残っている。
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久慈城(新町館、八日館)、久慈市大川帥_子エ
久慈市街地の西方4血、久慈湾に注ぐ久慈

川の河口から7山上流にある。広がる田園地;

帯と大川目新町の家並みを眼下に望み平山城

である。山全体の規模は東西300m X南北300

m。面積は7方正以上と広大であるが、各部

は比較的小規模である。城を乗せる山の標高

は80m程で比高は40m。東西両面は各々深い

沢となっており、西側には沢を隔てて大川目

慈光院という寺の境内となっている。北面は

堀切りで両方の沢を繋いでいる。郭の構成は、

北から50mほどのところで峰を切る空堀によ

って大きく2つに分けられる。この空堀の北

側は上にわずか10正程の小さな平場を乗せる

郭で中央に稲荷社の周がある。西側の沢沿い

の道に鳥居がありこれをくぐって径を上ると

詞の前に出る。これから空堀の土橋を渡ると

南側が主部部で、約2千品の南北に長い平場

がある。その平場を南側から抱えるように幅

5へ25mの帝都が3重(3段)に囲んでおり、

地元では、最上部の平場を本丸、帯郭を上か

ら順に二の丸、三の丸、馬場跡と呼んでいる。

現況は殆んどが山林・原野である。

九慈城の位置についてはこの外に、営、新町の南側の畑

の中に堀屋敷とよばれる堀に囲まれた平場(東西250mX

南北400m)があり、これを当てる説(「南部諸城の研究」)

等があるが「古城館址考」、「日本城郭大系」ではこの新町館

を久慈城とし、さらに「日本城郭大系」では堀屋敷は久慈

城の平常の居館であろうとしている。山域からこの堀屋敷

までの距離はおよそ150mであると思われるが、現在、殆

どその面影は無い。

城主である久慈氏は南部氏の同族であり、周辺の八戸氏

野田氏、九戸民らと爛戚関係を結び九戸地方に大きな勢力

を振るった。天正19 (1591)年九戸争乱の際、久慈備前守

直治、正則父子は、九戸方の武将として奮戦したが敗れ、

九戸政美とともに三通(現在の宮城県栗原郡栗駒町)で処

刑された。

また、久慈本宗の系図のなかこ、直治の父の弟に出奔し

て津軽大浦氏の養子となった十郎(平蔵)がお当主 後の津

軽為信と伝えられるが、これについては、南部と津軽の両

方に異説がある。
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新城館(大崎館)久慈市夏井町

久慈市街地、久慈川と長内川の合流点の北

方I血の新城平という山の上にある。標高110

m。東西250m X南北150m,総面積およそ

30,000正の広大を山城である。 20,000証もあ

ろうかという大きな平場のぐるりを幅2へ3

mの帝都様のテラスで囲んである。このテラ

スから上の平場までの落差は2.5へ4mであ

る。他に遺構らしさものは見当ら憂い。郭の

南東隅にテラスから上がる径があり、ここに

は鳥居が立っている。上がったところに小さ

を周があり、十和田社、龍神が祭ってある。

明治33年の建立とある。この館跡の100m程

西側の屋根に切り通しがあるが、昔は久慈か

ら夏井大崎に至る山越えの道があり、ここが

峠であった。現在はあまりはっきりしない径

とをっている。館の上からは久慈川、長内川

の両流域と河口、久慈湾がみわたせる。現況

は大部分が山林原野で一部牧草地と在ってい

る。文献資料は無く、城主などは不明である。

宇部館(八幡館)久慈市宇部町

宇部館は久慈市街地から国道45号線を7.5

血南下、野田まであと4.5血の位置にある。

十府ケ浦に注ぐ宇部川とその支流北ノ越川に

挟まれた丘陵(野呂山)の突端に造られてお

り、眼下に宇部の集落を望む。比高は25m前

後。ここは山根方面への分岐点でもある。山

側は二重堀で切ってある。単郭で、郭は東側

先端部がすぼまる三角形をなしておりその規

模は東西150mX南北20へ60m、面積は4干

山ほどである。二重堀は幅30-40mで、内側

(郭側)の堀は浅く、平場から底までの落差

5へ6mであるのに対し外側(山側)の堀の へ

底までの落差は12-15m程である。更に二重

堀に沿った郭の縁には高さ1-1.5mの土塁

が残っており、その脇に八幡宮の桐がある。 (\

館主は野田氏で野田城完成後これに移り、宇

部館は出城とをったと考えられている。この ヽ

地の字名「十三塚」は天正19年の九戸争乱の

際久慈備前守政則の家臣13人が乱入、切り伏

せられ葬られたことによるという。
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宿戸館 九戸郡種市町宿戸字宿戸

宿戸集落の西側を通る国道45号線上の海岸

段丘面に位置する。南北70m、東西40mの南

北に長い単郭で、その周囲に堀が巡っている。

堀は国道45号線に面した館の東側で保存状態

が良く、幅5へ6m、深さ2.5へ3.Omを測り

り、郭を全問するが、南西側の一部は宅地造

成により破壊されているし、南東端の登り道

により切られている。郭の東側は幅20m、長

さ50mの平場と在ってており、この平場より

0.5へ1.Om程低くなったその周囲が緩やかな

斜面となっているが、この平場に沿って堀が

めぐる可能性もある。

周辺には馬場屋敷という地名や屋号を館と

いう家もあるし、館の東南隅に羽黒神社があ

り、更に館の南側50mには、元利8年(1622)

銘の標札の残る熊野社神がある。

羽黒神社の境内や西側の寄道により一部破

壊されている箇所もあるが、市街地に接した

館としては堀、平場ともに山林で保存状態は

良い。居住者、存続時期等の歴史的背景につ

いては不明である。

和座館 九戸郡種市町和座字中和座

種市から9血内陸の中和座地区にあり、和

庄川南岸の丘陵地に位置する。東西120m、

南北65mの単郭で、中央でやや窪んだ自然地

形をそのまま郭としているため形態は瓢単型

に近い。この郭のくびれ部から東側は神社の

建設予定地で全面削平されているが、削平地

と西側の平場とは3へ5mの段差となる事か

らあるいは平場は二段になっていた可能性も

ある。

堀は幅が5へ8m、深さがlへ3mの凹地

とをっているが、いずれも傾斜地にあるため

平場からの深さは4へ10mとかなりの深さと

在っている。館の東側に林道があるため破壊

されているか、ほぼ郭を全問しており、しか

も北側の一部を除いて二重になっている。

堀のなかには、郭に連続しをいで北側の沢

に抜けている箇所もあるが、特に郭の東端で ‾‾「

は外堀が30m程北側の沢にぬけている。

平場の西端に幅l.5m、高さ3mの土塁が残

っている。別名長塚館、蝦夷館とも言われる

が歴史的背景については何ら資料が老い。

三三〇二二二‾四囲



西の館 九戸郡種市町宿戸宇土岡谷

宿戸の内陸1.5血にある上岡谷集落の北西

にあり、土釜川南岸の丘陵地に位置する東商

120m、南北130mの単郭で、全面がほぼ平担

老子‾二、二

な平場となっている。館は、土塁と堀により
グ

区画されており、比高30mの南側の急崖を除

いてほぼ全問している。堀は特に北側と西側

で規模が大きく、幅10m、高さ3-4m程あ

るが、土釜川に面した東側では傾斜地にある

ため規模が小さくなっているし、西側から北

側にかけては更に二重になっている可能性も

ある。土塁も場所により規模は異なるが、幅

2m、高さ1m程あり、堀に沿って平場の縁

をめぐる。館の北側では堀と土塁が2ヶ所で

途切れているが、土塁と堀の切れる位置が釣

形に在る事からあるいは桝形などの出入口に

伴をう施設の可能性もある。

居館者等歴史的背景については不明である

が前述の宿戸に同じ構造の館(宿戸館)であ

る。

小手野沢館 九戸郡種市町字荒屋敷

種市の西方3.軸こあり、川尻川と小手野三千∴雷やl
三三ノし昌子二塁

沢川に挟まれた丘陵を館としている。郭は東

西方向に2郭が並列しており、東側の郭は県

道軽米種市線により削平され半分程を欠失し

ている。西側の郭は、東西110m、南北100m

の方形を呈し、西から南にかけて堀が二重、

三重にめぐっている。幅8-12m、深さ3へ

5mの堀で、北西端で三重に在るが中途で合

流し二重にをっている。郭の北側下に県道軽

米種市線があるため北側の堀の有無は確認で

きをいが、北西端の三重堀はそのまま崖まで

続いている。各部の平場はいずれも平坦であ

るが、全面が簸地であり遺構については確認

できなかった。館主、存続時期ともに不明で

あるが、地元では蝦夷館と呼んでいる。

ただ占地、構造からはむしろ一般的を中世

城館址に近いものであり、旧八戸蒲の古文書/

では「小手野沢」という集落の存在を確認で

きている。中世に周辺を支配した種市氏の居

城である種市城は東方1山の近距離にある。
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古館(野田城)九戸郡野田村野田字三日市

場

三日市場の標高30mほどの独立丘陵を古館

とよぶ。野田城の位置については諸説あるが

この古館と新館が最も有力劉美禰地である。

この丘陵は現在野田小学校が建っており詳細

は不明である。ただ、昭和44年の調査では多

数の韓穴住居とともに宋銭、堀跡などが検出

されている。堀以外は確認されていないので

丘陵全体が館かどうか不明である。しかし北

に泉沢川が流れ、耕地整理以前の南側は湿地

帯で赤沼、中沼、ニッ沼があって堀の役割を

はたしていたという。

古館は十府ケ森正吉祖の居城でもあったと

伝えられるが不詳である。野田城主としては

麿応元年(承元元年・ 1338)一戸実朝の後を

継いだ親継に始まる。野田氏を名乗るのは慶

長年間の野田薩摩守政義であるが、その子掃

部助直親の条に「直親始めて在名野田を用い

て野田と称す。古館を毀ちて宇部館に屠る」

とあるが、これは天正末年の山城破却以降を

指すとおもわれる。

新館(野田城)九戸郡野田村野曲亭城内

野田城の候補地の一つでもある。城内の海

蔵院の西側にある。海蔵院の西に三つの台地

が並ぶようにしてあるが、中央に位置する標

高43mの台地上に館がある。周辺を削平した

二部から成っており北側は急峻を崖となって

香油竜も!百草

圏

いる。主部は東西90m南北55m、二部は一段 で

低くをっており50m四方をはかる。西側には

北を流れる宇部川に向って巾広い堀が沿って

いる。東側は現在切結可川と在っていて様相

は変っているが、堀が走っていた可能性が高

い。右側の台地も館とする説もあるが、今ま

でのところ明瞭を人工痕を兄い出すことはで

きない。

当館は一説によると、山城破却後の野田領

主が新たに館を新築し「新館」と称した、と

いう。ただし、野田城に比定すると様相は一

変する。城内周辺には「御田屋小路」「城内橋」 、く、

「新館口」などの地名、屋号が残っている。
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伏洋館 九戸郡野田村野田字伏津沢

明内地区の標高55mの独立丘陵一帯に遺構

が認められる。遺構は西側と東側に分けられ

る。西側の頂部に40m四方の主部があり、そ

の北側にも不整形を郭が続いている。主部の

南側には土塁があり、その西側には大手と推

定される通路が残っている。丘陵東側の先端

部には東西45m商北25mの平場があり、さら

に東突端に向って三段の削平地があy主 その

ー一部には土塁も残っている。丘陵中央付近に 」へ」

はわずかであるが堀切状の遺構も認められる。

東側と西側の遺構をそれぞれ独立した館とす

る見方もあるが、確定はできない。

伏洋館は安倍の臣、伏津新九郎忠信が唐館

としていたと伝えられるが、詳細は全く不明

である。

玉川館 九戸郡野田村玉川字石門前

太平洋を望む海岸段丘土に位置する。北西

を玉川、東を絶壁、南を深い空堀で区画した

天然の要害であり、全体の規模は東西250m

南北200mに及ぶ。館の中央を三陸鉄道が走

っているが西側が高く東側が低くなっている。

西側の方が主部であるらしく、東側は鳴場で

あったと昔から伝えられている。主部の商側」五十

は深い空堀となっており土塁には明瞭な右横

が認められる。この堀の南側も平地になって

いるが旧学校地であったため郭となるかどう

がま不明である。西側の斜面の一部にも石積

が認められるが段丘礫層もあり、その区別は

困難である。西行屋敷はこの館の玉川をへだ

てた対岸にある。

当館は野田城の支域とも玉川河内秀定の居

館とも伝えられている。異説として三上氏4

代読綱が天授(永和) 4年(1378〉 に野田玉

川で生まれたとの記録、あるいはIl代親綱が

永福9年(1566)正月玉川城中にて生まれた

などの記録もあるが、それ以上のことは不明

である。 (九戸地方史・土)

佐くミミ;

I告芋二宮,べミまま

二品/工手:、、

†幸二京三.
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川井館 九戸郡山形村川井10地割後口表

山形村の中心部である川岸盆地の西南端に

位置する。川井川西岸の山地から谷底平野に

せり出した標高320mの丘陵にあるため眺望

にすぐれ、川井の集落を一望できる。館の周

囲は、比高30mの急崖となり、東側の下を川

井川が売れ、西側はそのまま山へ連続するが、

途中の鞍部2ヶ所に二重の堀を穿ち、後方の

山と区画している。堀の規模は、外側が幅5

-6m、深さ2へ3m、内側が幅0.5-1m,

深さ0.5mと外側の堀が大きい。平場は径26×

18mの楕円形を呈するが、緩やかな傾斜を持

っ自然地形に近く、その下の斜面に、幅3へ

4mの帯状の平坦面があり、急傾斜の部分を

除きほぼ一巡する。この平坦面も堀跡と考え

られる。

館主、沿革ともに不明であるが、館の形状、

更に狭隆を平場から見張りの館との説もある

(二戸郡、九戸郡古城館址考)。ほぼ全面が草

地であり、保存状態も良い。

中輪館 九戸郡山形村宇戸呂町

戸呂町の東方で急カーブで蛇行する戸島町

用の間に突き出た標高320mの山地尾根に立地

する。戸呂町川と館との比高は、50m程あり、

特に西側は急崖となっている。 2郭あり、い

いずれも10×10m、 10×6mの狭隆を平場を

持つが、ところどころに径2へ4mの竪穴の

痕跡が残っている。郭の問は平場との比高4

へ5mの緩傾斜の凹地と在っているが、人工

的な堀ではない。堀は、南北両端に比較的良

好に残っており、特に北端の堀は、幅3-4

m、深さ2へ3mで、場所により二重、ある

いは三重になっている。この堀は郭を囲繚す

るものではなく中途で途切れるが、外側の堀

は北側の谷筋に沿ってそのまま下降している。

東側の堀は、狭ばまった尾根の2ヶ所にあり、

堀切の状態となっている。

館の同辺は現在の集落からかをり離れてい

るが、盆地に突出しているため眺望が良く、

戸呂町を一望できる。館の崎、陣内、矢の沢

の地名や周辺の沢に採掘場跡が残っている。
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判官館、九戸郡。」形村中国字川田 希クリ
山形村の南東に位置する小国地区の中心部 「\ )

印、園の西側段丘面に位置する。川又川畑、急

の平野部に面した段丘勘ま、比高10mの急葦

で、更にこの急屋から南西方向に谷が走って

おり、その間に館を構築している。館の北側

の先端部は、共同墓地となり削平されている

が、その南側に2つの郭がありそれぞれ 二重、

二重の堀により囲まれている。南側の郭が100

×60m、北側の郭が80×40mのいずれも甫北

方向に長い郭で、南側の郭が若干大きい。堀

は幅6へ8m、深さ2-4mで、保存状態も

良いが、特に外側の堀が比較的規模が大きい一

平場全面に笹が喧延しており、平場の調査は

できなかったが、ほぼ平出になっているもの

と思おれる(

築城者、存続時期とも不明であるが、地元

には小国判官蕉市の居館であったとの伝えが

ある〔山形村誌上勘」名高館、あるいは小国館

とも言われ、館南方の山は矢二立と呼ばれてい

.ナ

ノ〇二

荷軽部館 九戸那山形村荷軽離

日野沢用の上流域に相当する荷軽部地区で

は、東岸に比較的段丘が発達しているが、二

の段丘後方の丘陵頂部に館がある。日野汎用

に平行する南北に長い丘陵があるが、東側が

急崖、I帖二面した西側が緩傾斜とか)ており、

南北両端と西側斜面にかけて幅3-6m、深

さ2へ3mの堀が二重に残っているつ 南北80

m、東西10mの細長い単郭式の館で、平場は

更に堀、あるい:よ塁状の土手によ屈まぼ等分

に3区画されている。,堀の規模は幅2-3m、

深さIm程で外側の堀よy月よ規模が小さく、

しかも外側の堀にはつながらない、、塁状の上

手も小規模であるが、堀を伴曇う可能性もあ

るし、西側斜面の段状の平地面も堀跡の可能

性が強い。全体二俣存状態は良いが、 ・騨釆

道により外側の堀が破壊されている。

館主、沿革と浩二不明であるが、館の南西

下に地元で採掘跡だと言われている不規則を

凹地があるほか、金耽、高座敷などの地名が

残っているへ
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明戸館 九戸郡大野村大野字明戸 」_ ÷当÷

大野村の中心地大野の北方2血の関戸地内 竺/一二、-へ‾-

にある。大内田川南岸の段丘上にあり、現在

の集落は東側に位置している。

館の北側は大内田川に画した急崖となるた

め堀は途切れるが、東側から西側にが†て幅

7へ8m、深さ3へ4mの堀が残っており、

南側と東側では幅1.5m、高さ1.5mの土塁を

伴をっている。単郭で径65×50mの東西方向

に長く、その中の東側径50×40mの範囲が平

坦で、その外側は緩傾斜の平場となっている。

築城者、沿革ともに不明であるが、大正10

年調査の史跡名勝調査報告によると館の東南

隅に井戸があり、水の滴れる事は無いとの記

載があるし、館の西側に青沼という沼があっ

たとも言おれるが、そのいずれも現在は確認

できない。館は山林とやぶ地となっており保

存状態も良く、占地、構造ともに大野村の他

の城館とは異なり、中世期一般の館に近いも

のである。

牛転ばし林館、九戸郡大野村大野手下梅谷

種市町との町境に近い下権谷の集落から、

更に東方に500m程離れた狭隆か鮎二突き出た

標高200mの山頂に位置している。館の下を流

れる有家川との比高は50へ60mはあyら しか

もかなりの急傾斜の山地とをっている。館か

ら現在の集落を見わたす事はできか、。東西

55m、南北12へ20mの東西方向に長い郭で、

そのまま尾根続きと在る西側に幅2へ3m、

深さl-2mの堀を二重に穿ち区画しており、

外側の堀はそのまま北側の斜面下に連結して

いる。平場は東西に長い屋根上にあるため全

体に狭いが、この平場には径5-6mの方形、

径3 m程の円形の2種類の凹地が残っている。

方形の凹地は浅く深さ20-30cm程なのに対し、

円形の凹地は深さ30へ50cmと深くなっている。

館主、存続時期ともに不明であるが、遺構

の保存状態も良く、その立地、遺構の痕跡か

らも注目される館である。同様の凹地は同じ

大野村のひともっこす館にもある。
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蝦夷森飼 犬野村大字大野第10地割16の12

字赤羽根

大野の市街地南西2山高こある標高300mの山

地頂臭に位置する。山は周辺では最も高く、

大野の市街地に限らず、横岸沢、内ノ沢まで

も一望できる。典型的かl」城で、径20へ30m、

幅5-10mの小規模を郭が2段になり、最頭

部の平場が15×7mの樺円形で、更に東側に

1.5m程低くなり12×10mの平場がある。山頂

にあるため四同ともに斜面となっているが、

特高ヒ東方向は急崖であり登るのも容易でな

い。この崖を除き幅2へ3mの堀が斜面を一

巡するが、場所によy)二重、三重となってい

る。斜面にあるため各堀は4へ6mの比高差

を持つが、堀の深さは場所により異をり、深

い場所でlへ1.5mの凹地となっているが、全

部埋まり棚状になっている箇所もある。平場

に:ま、径3m、深さ30-50cmの竪穴が残って

いる。

蝦夷館との伝え以外居館者、その時期とも

に不明であるが、占地、形態ともに一般的を

中世城館とは異なっている。

たてひら館 九戸郡大野村大野字柏木畑

大野の北西600mにある柏木畑の集落西側に

位置しており、標高220mの丘陵頭部に立地す

る。 2郭からなり、郭の間は比高20mの凹地

とをっているが、郭は西側が大きく、径100×

30mの椿円形に近く、平場下の斜面に幅2へ

3m、深さlへ2mの堀がめぐっている。堀

は郭をほぼ一巡するが、東側では上下に喰い

ちがい二重、三重になっている箇所もある。

東側の郭は径25×30mのほぼ円形に近く、か

なり小規模である。同じく平場下の斜面に幅

1へl.5m、深さ0.5-1.Omの堀がめぐり、東

側でも上下に喰いちがっている。平場は、西

側の郭はほぼ平坦で、径6へ7m、深さ20へ

30cmの轄穴が残っているが、東側の郭は西端

が低くなり2段になっている。全面山林で保

存状態も良く、遺構も明瞭に残っている。

由来等蛭史的背景は、一切不明であるが蝦

夷館との伝えがある。
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大野館 九戸郡大野村大字大野第5地割30

番字小尾ノ沢

大里習†大野の谷底平野に君ノ沢山から突き

出た両地突端に位置する、、谷底平野工面した

主副捕ま、急屋となりその下を大里自白が流れ、

東側も小谷がありそれぞれ区画されるが、南

側はそのまま後方の山地へ連続するためその

鞍部に幅9m、深さ5mの堀を穿ち構築して

いる〆、郭は三段になっており南から上段、中

段、下段と徐々に低くなり、下段では更に西

側に釣形に屈曲している。上段と中段との比

高は4へ5m、中段と下段との比高は10m程

ある。各部の平場は、上段(南側)が径80×

50m、中段が径80×45m、下段(北側)が60

×60mのいずれも平坦で、形態は方形に近い。

上段の平場で大野川に面した西側にも幅の狭

い堀跡が南北に走っている。この堀以外に遺

構は確認できないが、鎧金具が出土したと言

われている。

築城者、築城時期ともに不明であるが、大

正年間に九戸城に籠城した大野弥五郎の居館

と言おれる。

蝦夷館 九戸郡大野村大字帯島第1地割

大野村の南東に位置する帯島地区では、高

察川西岸の丘陵先端部に蝦夷館と呼ばれる館

が4ヶ所2kmづつ離れ並列している。窮l地

割の蝦夷館は、そのうちの西から2番印こ相

当する。東西に突き出た丘陵の尾根のため南

側と東側は急農となっており、後方の山地に

連続する西側と小谷申告)た北側の緩斜面に

幅3へ4m、深さ0.5へl.0mの堀があり二重

になっている。この二重の堀は、北側斜面の

中途で合流し、そのまま郭から離れ谷にぬけ

る。堀の断面形はV字形で特に外側の傾斜

を強くしている事で共通している五二北側斜面

から東側、南側にも幅3へ4mの平坦面があ

り続くが、この平坦面も位置、規模から考え

堀跡の可能性が強い。単郭で頂奥は東西100

m、 「勧ヒ50mの平坦を平場とか)ているが、

西側に径6へ7m、深さ20cm程の竪穴がある。

居館者、存続時期など歴史的背景について

は一切不明である。
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普代城(三上館)普代村第7地割字間神

鞘申=の下流、河口まで1kmの右岸にある

独立丘陵上に築かれた山城である。頂きの標

高は82m。比高75mで、かなり険しい山であ

るこ 南北はそれぞれ深い自然の沢となってい

る。東側背後はさらに険しい峰へと続いてい

るご 西側真下は普代村の中心部から太平洋岸、

太田名部、黒崎方面へ抜ける県道で川の対岸

に村中央の集落を一望できる。現在、頂きに

至る道は無く、現況が山林原野のため、樹木

が繁茂する時期の踏査は非常に困難である。

西側から30mほど登ったあたりから頂きにか

けて、幅l.5へ1.8mの帝都様のテラスが少な

くとも8段あるっ頂庸旧二は300正足らずのス

ヘースがあるが、特に作り出した平場には見

えない。尚、この巾のところどころに一見人

工の在庫のように見える場所があるが、これ

は花闇岩の自然の露頭で、柱状節理により立

方体に割れた大小の自然石であるっ

普代城は 二上元郷の唐館と伝えられる。
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(十二)二 戸

二戸地方は岩手県の北部に位置し、北上山地と奥羽山脈

の間を北流する馬渕川と、その支流である安比川、瀬月内

川など大小の河川域に沖積地が開け、その背後の河岸段丘

面や丘陵地に縄文時代草創期以降の遺跡が広く分布する。

県北部地方最古の土器が出土した軽米町馬場野Ⅱ遺跡をは

じめ、縄文時代の調査例が急増しており、二戸市長瀬B遺

跡、一戸町中井田Ⅳ遺跡、平船Ⅲ遺跡(以上早期)、二戸市

中曽根Ⅱ遺跡(前期)、上里遺跡(前一中期)、一戸町馬場平

2遺跡(中期)、軽米町吠屋敷遺跡・大日向Ⅱ遺跡(後期)、

安代町曲田I遺跡(晩期)など、集落遺跡の調査例が相次

いでいるほか、古くは軽米町長倉遺跡(後期)、二戸市雨滴

遺跡、一戸町蒔前遺跡(晩期)をども知られてきた。

弥生時代の遺跡は、二戸市大渕遺跡、一戸町上野遺跡、

軽米町馬場野Ⅱ遺跡で竪穴住居跡を検出しており、集落の

様相やその編年も明らかにされつつあるが、古墳時代につ

いてはなお不明である。わずかに、南方との交流を示す石

製模造品が一戸町から、北海道糸土器である後北式土器が

軽米町、二戸市から出土している。古墳時代末から奈良時

代の資料も豊富で、二戸市、一戸町、軽米町で出土してい

るが、とくに二戸市の堀野遺跡をはじめその周辺の遺跡で

集落の変遷をたどる事ができるし、二戸市には終末期古墳

の一変型である堀野古墳、金田一古墳も分布し、弘仁2

(811)年、文展綿麻呂による雨龍体・閉伊の征討以前に、

平野部を中心に農業を基盤とする社会が成立していたこと

を示している。爾薩体は、二戸市を中心とする一帯であり

当地方の大半が含まれるものと考えられる。平安時代の遺

跡は、主要を河川域の平野部から、さらにその支流域の山

間部にまで拡大する。とくに、安比川流域の浄法寺町を中

心とした地域で急増しており、なかでも飛鳥台地遺跡は当

地方を代表する集落跡で、そのすぐ南方に八葉山天台寺が

ある。一方、西部に位置する安代町でも、.「三代実録」にあ

る上津野(鹿角)へ通ずる「流露道」沿いにあり、上ノ山

Ⅳ、扇畑をどの調査例があるし、萩薬師という平安仏のあ

る軽米町など、ほぼ全域に分布する。平安時代後半以降、

在地豪族安倍氏は奥六郡を支配し、その地方に位置する仁

土呂志が当地方に相当するが、平安時代末から鎌倉初期に

かすて糠部郡が成立する。糠部郡内は、東・西・南・北の

四門に分かれ、各門の下に一戸から九戸までの戸により行

政区画されており、二戸市・一戸町・浄法寺町はその南門、

軽米町・九戸村が西門に属す。すでに平安時代後半から馬

産地として知られていた当地方は、鎌倉時代以降も各地で

牧場が経営されるが、鎌倉時代は北条氏一族、南北朝以降

地 区 概 観

南部一族の支配地となる。とくに、室町時代以降、三戸南

部氏が拾顕し、積極的を拡大政策により糠部一円はもとよ

り、北は津軽郡、南は岩手郡までを領有する。戦国時代末

期になると、強力な南部一族間に内証が起こり、南部信直

と九戸政美の領土をめぐる争いとなり、領内を二分した抗

争となる。決戦の場である九戸城の攻防では、豊臣秀吉の

加勢をうけた南部信直方の勝利で終結するが、秀吉に本領

を安堵された信直は、斯波・和賀・稗貫郡を加増され、慶

長9 (1599)年に不来方城に移り、盛岡藩主として知行制

度を確立する。九戸争乱後、九戸城は福岡城と改められ、

信直が盛岡に移ろまでの居城となったが、その九戸城も寛

永16 (1639)年に廃城とをるし、それ以前に信直は、秀吉

に諸城破却を命ぜられ、天正20 (1592)年に、一戸城・姉

帯域・古軽米城・金田一城を廃棄している。

二戸地方の城館は、国指定史跡の九戸城をはじめ、一戸

城、浄法寺城、軽米城、伊保内館をど、それぞれ地域を代

表する城館は、現在の集落に付合し点在する。いずれも居

住者の判明するのは戦国時代末期の豪族の居城で、馬渕川、

安比川、瀬月内川など、主要な河川とその支流域の段丘面、

あるいは丘陵地に占地し、その分布は、安代町と一戸町南

部で比較的稀薄かまがま、各水系沿いに全域にわたってい

る。いずれも5へ10mの大規模な堀で区画された郭を持つ

が、前述の城館のほかに、九戸村江刺家館、一戸町姉帯域

・中里館も大規模で、遺構も明瞭に残っている。以上の中

世後半の城館跡のをがで、一戸城、上の山館で調査を実施

しているが、とくに一戸城跡では、 16世紀を中心とした遺

構を検出しており、当地方の城館跡の内容も少しずつ明ら

かになってきている。

ところで、以上の中世後半の城館跡のほかに、軽米町で

は、山間地でも多数の館を確認しており、館あるいは館森

という同名の館が各地区に分布しているが、そのほか、古

山・古館・をら館・館ぐし・白山などの館もあり、いずれ

も蝦夷館と呼ばれている。占地・構造ともに既述の館群と

は異をっており、なら館、民田山の館森の平場では、竪穴

住居跡の痕跡も確認できる。地元では平安時代の館跡とし

ているが、現在まで調査の例はをく、その時期、性格とも

明らかでない。蝦夷館については、最近、一戸町、浄法寺

町をど周辺の市田村でも確認されており、さらにその数は

増加するものと思われる。以上の域館跡の保存については

なお問題があり、軽米町軽米城、一戸町野田城・西方寺館

のように、市街地化のために大半が破壊されたものもある

が、国指定史跡九戸城跡では、史跡公園化が図られている。
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九戸城 二戸市福岡

九戸城跡は豊臣秀吉による奥州再任畳の最後の地、全国

統一の締めくくりの籠台であり、日本史における中世は九 主

声域の落城をもって終了したといえる。こういった歴史的

重要性、規模の雄大さ、遺構の残りの良さなどから昭和10

年に国の史跡に指定されている。

〈位置と規模及び地形〉

馬淵川は岩手県の中央部、北上山地に源を発し青森県八

戸湾にそそぐ全長120血余り、岩手県第2の河川である。

九戸城はこの.馴刷=の中流域、現在の二戸市の市街地右岸

に形成された河岸段丘にある。南北500m、東西750mの で

大きなし字形をしたこの城は、西辺を馬淵川 伸I床までの

落差約20m)、北辺を馬淵川の支流、白鳥川(同15-20m)、

東辺を白鳥川の支流、猫淵川(同15へ20m)によって各々

遮られており、それぞれ傾斜角45度以上の断崖となってい

る。南側は松の丸外側の空堀(幅25-40m)と二の丸外側

の空堀(幅40m、深さ10-12m)が切られているc,

また、この城を乗せる河岸段丘は、三の丸を乗せる標高

105-110mの中町段丘と本丸、二の丸、石沢館、若狭館、

松の丸を乗せる標高130へ135mの福岡段丘の2面あり、

後者に伴う段丘崖はそのまま本丸と二の丸の四壁、本丸、

二の丸、石沢館の北壁に用いられている。

このように九戸城は合流する3つの河川を外堀とし、こ

れら河川によって形成された段丘面や段丘崖を郭の構成に

組み込むなど、浸食地形を最大限に生かした築城であり、

中世的特色の強い総面積34方正(指定面積21方即 にも及

ぶ広大を平山域である。

〈遺構)

①本丸跡

中央部に位置しておりl辺が100m前後のほぼ正方形の

郭である。最近まで農地であったが、現在は全域の公有地

化が完了している。しかし、環境整備のための発掘調査は

まだ実施されていない。本丸とこれをし字状に取り囲む二

の丸の間は幅10へ18m (上場)、深さ3へ5mの空堀となっ

ている。安永5 (1776)年の絵図によれば、この堀は全部

両面石垣積みと去っているが、昭和初期に土木工事用に大

量:ニ抜き去られており、現在は南面の約60m、面積にして

およそ500正を残すだけである。石は1へ2尺であまり大

きいものは無く、野面積みであるが、崩落したもののをか

には矢穴のみられるものもある。東面の北側には追手門跡

があり10m四方の桝形に怠っている。南面にも入り口の隅欠

がある。北面の一部から東面及び南面の一都にかけて約

200mにおたり、堀に沿って石垣を伴った高さl.5へ2m、

幅2- 2.5mの土塁が築かれている。南面の堀の内側は高
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さ2へ2.5m、上場の幅5-6mの土塁となっている。こ

の土塁の東隅に一段高く広い平場があり隅櫓跡といわれ

る。本丸の南東隅には井戸跡があり戦後に好事家により掘

られており、その際、キセルの雁首が出土したという。深

さ6へ7mで現在、季節によっては多少の水をたたえてい

る二の丸の間との堀跡の底より2-3m低いことに在る。

本丸、二の丸の西面の真下は幅20mほどの腰部となってい

る。

②二の丸跡

三の丸に次いで面積が大きく3万l千品に達する。空堀

を隔てて本丸をL字形に取り囲む郭で、本丸との間の堀に

面した部分及び北側の僅かを部分を除いた外剛二は餌場m

にわたり高さ1.5-2、幅1.5-2mの土塁が築かれている。

現況は畑、牧草地、宅地などとをっている。耕作中に石臼

が出土している。

③三の丸跡

最大の郭で、およそ10万Ⅱ自こも及ぶ。この郭は南北に旧

奥州街道(旧国道)が縦断しており市街地化が著しく史跡

指定区域から除外されている。この郭の西側と北側、南側

の縁辺(城の外郭西半分)には大規模を土塁(幅2へ7m、

高さ2-5m)が築かれていたが、現在は部分的に70m程

を残すだけである。最近まで西南隅の土塁の屈曲部が残っ

皿
旺
商

ており、ここから旧街道までの間の地区は「橋場」という

字名で、この付近で土塁が途切れ空堀に橋がかかっており、

城域南端の入り口であった。この土塁の屈曲部付近に現状

変更に伴う緊急発掘調査(昭和57年度)が実施されたが、

版葉状構造が確認され、その下位から16世紀末期の美濃の

天目茶碗が出土している。古図によれば、旧街道は橋場の

橋を渡り三の丸に入り三の丸の北側で西(左)に折れ「左

羽内坂(さばをいざか、通称:馬助坂=マスケザが」を下

り白鳥川にかかった橋を渡る。この他にも二の丸から暢手

門を抜け三の丸を通り北側の崖を斜めに降り、白鳥川の別

の橋に至る道も残っている。

④石沢館(外館)跡

城の北東隅に位置し二の丸とは幅30m、深さ5へ7mの

空堀で隔てられている。平面形はほぼ東西に長い方形(120

×70m)である。地上には特に遺構は残っていない。現況

は畑である。

⑤若狭館跡

城の東南隅に位置する郭で規模は石沢館とほぼ同じおよ

そ9千品(120×70m)である。西側は二の丸、北側は石沢

館と各々幅30へ50m、深さ7へ10mの空堀で隔てられてい

る。上面は二の丸や石沢館と異なりかなり起状がある。東

側、猫淵川との間幅30-40m、長さ100mほどの腰部とをっ
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ている。この腰部と若狭館上面とのレベル差は約15m、猫

淵川とのレベル差は16mである。現況は畑であり、東側の

耕作土から焼土とともにフイゴの羽口が出土している。

⑥松の丸跡

城の南側に位置するこの郭は九戸城の別郭ともよばれる。

九戸城落城の後、城の一部を修理し南部26代信直が三戸

城から移り住み、慶長4 (1599)年盛岡築城までの間、 7

年と数ヶ月居城としていたという。その居城が松の丸であ

る。

東西100m、南北およそ160mの方形にちかいブランで北

側は幅50mの空堀で二の丸と、東側は幅20へ25m、深さ6

-8mの空堀で城域外の在府小路と、南側は幅25m、深さ

10-15mの空堀で域域外と隔てられている。東南に隅欠が

あり在府小路からの入り口となっている。この人ヶ月」を挟

んでW字形に屈曲する全長130mの土塁(幅1.5-2m)が

築かれている。西側6へ7mほど下位、二の丸との間は幅

20m長さ2()Om程の腰部となっており、戦前まで県社であ

った呑香稲荷神社や成田山安嚢寺をど寺社の境内となって

いる。指定地内の現況は児童公園、墓地、畑となっている。

⑦大手門跡

二の丸と桧の丸、在席小路との間は幅50m (下場)、深さ

12へ15mの大規模を空堀で隔てられているが、西側(三の
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丸側)から200m程の所で一旦途切れており、幅ニー、m程(上

場)の土橋を境に急に狭まり(幅30m)若狭館7)堀へと続

いている。古図によればこの土橋が大手門跡である。現在、

堀跡には市道が通っており、これによって土橋、7)一部が切

られている。現況は畑である。門の細則は在府小路である。

⑧鰯手門跡

二の丸の北東隅、空堀を挟んで石沢館南西隅の真向かい

にある。二の丸から堀へ下りる径となっている(

⑨在府中路遺跡

九戸城と極めて密接な関連を持つ遺跡である′

南部利直が松の丸を居城としていた時期の武孝屋敷群が

あったところで、東西400m、南北300mの広大を遺跡で

ある。現況は大部分が畑で一部宅地、幼稚園な二、となって

いる。

過去、耕作の際何度か右列が出土しており、武家屋敷に

伴った排水路と思われる。九戸城の大手門と松号丸入り口

のどちらからも正面にあたる。九戸城と同じく東側を描淵

川で遮られ、南側は猫淵川にぬける空堀(現在2し)赦m程を

残す)で切られ、一つの郭の形をなしている。

〈歴史)

九戸城には白鳥城という別称もあることから(白鳥川の

上流には白鳥館という館跡もある)安部頼時の-黒山任が築

-
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城したという説が地元にあるが裏付けとなる文献は無い。

「岩手県史」、 「二戸郡・九戸郡古城館址考」、 「日本城郭大

系」では、一戸町実相寺(皆は九戸城付近にあった)の古

文書から、九戸政美の4代前の光政が明応(1492-1501)

年の頃に築城したものと推察している。

南部一族内の勢力を南部26代信直と2分していた九戸政

美は、宗家の世継ぎ争いから26代信直と対立、抗争。天正

19 (1591)年、豊臣秀吉が差し向けた奥州再任置き軍と攻

防の末に落城し、政美以下の重臣は現在の宮城県栗原郡栗

駒町に於で処刑された。

同年12周信直は蒲生氏郷によって大修理された九戸城に

三戸城から移り、盛岡城が築城成るまでここで満政をとっ

た。信直の没後、 27代利直は長子縫直を城代として九戸城

に置き、元利2 (1634)年代官所を設置し、寛永11 (1634)

年九戸城は廃城破却された。

釜沢館 二戸市釜沢道ノ上

青森県境まで僅か400 m、旧陸羽街道沿い

にある釜沢部落を北に見降ろす馬淵川左岸の

小高い河岸段丘上にある。釜沢館(本城)と

常楽寺館(古館)の東西2郭から在り、間は

自然の沢を利用した堀で切られ、堀の開口部
ニミ

には館主小笠原家の菩提寺である金峰庵(常

楽寺)がある。この堀は幅30へ40m (下場)、

深さ25へ30m、長さ160mで本城側には最大

幅15mの腰部があり墓地とをっている。両部

は果樹園、堀の底は水田である。本城西側も

同規模の空堀が切られ小規模別宴郭がある。

南側も空堀で背後の斜面を切っている。本城

には3段の整地面があり上段に桐が祭られて

いる。本城は東西70mX南北160mの規模で

ある。古館は本城とほぼ同規模で本城との間

の堀側に小規模な腰部が認められる。東側は

沢で切られ、沢沿いの径から郭へ上がる坂道

がある。小笠原(釜沢)氏は九戸政美の叛乱

に加担し南部信直に討伐されたという。
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田中館 二戸市上斗米間中

馬淵川の支流十文字川の中流域、下斗米か

ら川代へ至る道と卜斗米から金田田川Iを経由

して田子に抜ける道の分岐点にあたる。田中

部落を見降ろす台地土、発達の悪い河岸段丘

の-一角を堀で囲った館である。南面及び東面

は段丘崖、北面と東面は連続する堀で切られ

ている。現況は牧草地、畑、宅地などとなっ

ている。堀の北側は幅40mほどで農家が建っ

ている。堀の西側は北側より一段高くなって

おり、幅は下場で20m程である。この部分は

底に高さ2へ3mの土塁が縦走しており 二重

堀となっている。主部部の南側下位には幅10

へ20mの腰部があり、西側の二重堀の内側へ

続いている。主部部はやや東側に傾斜してい

るが造成による段があり2段となっているが

館跡に伴うものかどうか不明である。東側に

も15m四方の腰部がある。′主部上面までの比

高は15へ20mである。口伝によれば館主は間

中館正孝といい150看取りだったという(う

足沢館 二戸市定温学者宮

上斗米から御辺地へ抜ける交通の要所、足

沢部落にある。馬淵川の支流足沢川によって

形成された峡谷に突出した丘陵を空堀で切り

\ ∴∴〉

館としている。この館の北側眼下には足沢館
〆

前部落があり、部落を挟んで谷の反対側には

清光寺という臨済宗の禅寺がある。足源氏の

菩提寺で墓もある。東西5(ト70mX南北200m。

中央を東西に楯切る幅20m、深さ7-9mの

空堀があり2つの郭に別れている。この堀か

ら北側の郭に上がる径が有り、その先に民素

がある。地主、足滝松雄氏宅で、氏は館主足

沢氏の末裔であるという。郭のとは畑である

が、北酎勘こ30m四方の林がありその中に八

幡宮の堂字と岩鷺山の郁車、駒形神社の石碑

などがある。館主は代々足源氏であったが、

九戸政美の乱の前後にI車摘出言直が政美を牽制

するために浅野長政の家臣、浅野庄左衛艦も
吉を配したという。

匿百萱雪国

国書田園顕
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米田館 二戸市上斗米字米田

馬淵川の支流十文字川の上流域、上斗米か

ら川代へ至る道と足沢へ至る道の分岐点、十

文字川と足沢の合流点に位置する。交通の要

所であり、 I血種菌に本田館、同じくIkm南

に足沢館が有る。十文字川に付帯する河岸段

丘を利用して築かれている。比高20-25m、

総面積75,000正(750× 100m)の東西に長

い大規模を館跡である。現況は畑、山林。北

面は段丘崖、東面は足沢川の渓谷、四面は沢

に手を加えた堀で切られている。南側は急峻

を山の斜面である。4つの郭から成っており、

各部は幅50m前後の三本の堀で隔てられてい

るが、地形からみて、このうち少牽くとも中央

のl本は自然の沢を用いている。東側の2つ

の郭は各々25,000正、西側2郭は夫々10,000

正である。堀以外に遺構らしいものは見当ら

老いが、東端の郭北側崖を降りる径がある。

文献、口伝は皆無だが地主は館と呼んでいる。

横森館(チャルス台)二戸市上斗米字根森

馬淵川の支流金田一川の上流域、金田一川

本流とこれに合流する支流の間に挟まれた細

長い大地の先端を堀で切り、つくられた館で

ある。比高30mで、田子への道、上斗米への

道、根森部落への道が一望できる眺望の良い

場所であり、同時にこれらの分岐点も間近で

交通の要所でもある。台地を南側からえぐる 隼3

ように切る空堀は自然の沢を利用したものと

思おれる。台地から館跡に入るには人一人が

やっと通れる幅の土橋状の径を通る。郭部分、へ--

の大きさは50mX50mで平面形は方形であ

る。ぐるりに幅Imの土塁が築かれており、

西側の土橋の正面だけが3-4 m途切れてい

る。東辺と北辺には幅4へ6mの帝都様のテ

ラスがあり、テラスの縁にも幅1へl.5mの

土塁が築かれている。また、土橋を渡ったと

ころからテラス北側に至る道がありさらに台

地の北側に降りる道に続いている。「チャルス

台」という名称について楽部善次郎氏は「チ

ヤシ」の転化したものではないがと推定して

いる。
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小友館 二戸郡一戸町小友字日月原田

小友月l沿いにある小友地区の入口、川原日

の集落内に位置する。 700m離れた北に中里

館、山を隔てたニッ石川沿いには月館城があ

る。館は東西103m、南北36mの東西に長い単

郭で、東端に幅8m、深さ4へ5mの堀が残

り現在は道路と在っている。郭の北側と西側

は3へ4m低くなり腰部状の平場があり、北

側では幅10m、西側で37m程になる。この腰

部状の平場のうち北側の平場は堀跡の可能性

が強く、そのまま西側まで続くものと思おれ

る。

館の東端の堀を隔てた対岸に広場があり、

上を削平されその周囲は崖となっているが遺

構は確認できをかった。築城者、時期ともに

不明であるが、戦国時代末期には月館城主月

舘右京の弟左京の居館だとも伝えられるし、

一説には浄法寺氏一一族の居館とも言われてい

る。周辺には釜屋敷、半在家、後友などの地

名や館という屋号を持つ素があるし、郭の東

南隅には八幡神社の中洞がある。

姉帯域 二戸郡一戸町姉帯字館

姉馬借村の南東1山の山地に位置する。馬

淵川に画した南側は比高50mを越える急崖で、

更に北側も自然の急斜面となっている。

この馬淵川と谷に挟まれた山地頂上の東西

両端に堀、あるいは土塁を設け館を構築して

いる。 2つの郭があり、西側が130×60m、

東側が120×100mで東西方向に並列している。

堀は郭の間が最も大きく幅、深さとも20mを

測るが、西側の郭ではこの堀に幅2へ3m、

高さ3.5mの土塁を伴をっている。山地へ連

続する東側にも二重堀があるし、更に西側で

幅が狭くなる尾根にも堀があり郭を区画して

いる。

城主は九戸南部氏の一一族である姉帯与次郎

兼敏(姫島大学)で、弟の五郎兼信とともに

九戸の乱では姉帯域に篭城し討死している。

周辺には侍村の他、門前、馬場、館という

地名や中世末期の宝匪印塔が馬場に2基残っ

ている。町内でこのような大規模な土塁や堀

を残す館は他になく、集落から離れているた

め保存状態も良い。

」∠/



一戸城跡 二戸郡一戸町-・戸字北舘、大沢千㌧∵/ V

ー一戸町の中心部である旧--一戸町の市街地東

方に位置している。旧一戸町とその周辺は、

南北に標高300-400mの山地がせり出し盆地

批∴若手蕊′‾‾̃
自

国図回園
とか,ており、その中央を馬淵川が蛇行し画 王

岸に谷底平野と洪積世の段丘がひろがy)背後

が山地とをっている。市街地は谷底平野を中

′いこ南北に連なるが、この市街地との比高20

へ25mの東側の段丘面が城となっている。標

高165へ170mのこの段丘は火山灰性の段丘で、

幅は300-500m程あり南北に長く分布してい

るが、ところどころ東西に開析され小谷と在

っており、この自然地形を巧みに利用して城

`′ノ
二

〇こ?

“中

若
/多
∨

を構築している。典型的な平山域で、商北
∨

700m、東西300mの広大を面積を有し、その

間に北から北館、八幡館、神明館、常会館が

南北に並列し、更に八幡館と神明館の東側に

も郭が続き5-6の館により構成されている。

各館は、北館が41×130m、八幡館が93×

131m,神明館が85×160m,更に八幡館の東

側の館が70×130mで、いずれも東西に長く、

逆に常念館は70×35mと南北に長い館で、吏

に神明館の東側には、径40mの正方形を呈する小規模を館

があり、しかも北側は緩やかを斜面と在りそのまま北側の

小谷まで続いている。

以上の館のなかで北館、八幡館、神明館には比高2へ5

mの一段低い腰部状の平場がついている。北館、八幡館は

南側で、幅10-30m、神明館では北側にあり、幅40へ50m

の平坦面となっている。特に神明館の北側にある平場は、

そのまま東側の館まで続いている。以上の腰部状の平場の

他に西端に位置する館の西側(段丘崖)には幅5-10mの

小規模を平場が段状に続いている。′各館は自然の谷と部分

的に残る堀により区画されているが、堀は北館の北側の堀

が最も大きく幅20m、八幡館の東側が幅12-17m、神明館

の東側と更に小規模を館の東側にある堀は幅10mで、 3-

5mの深さとなっている。以上、 ▲戸城は、現状でま自然

の谷と堀により区画された5へ6の館から構成されっ 全体

として南北に長い連邦式の城館址として把握する車ができ

る。

ところで一戸城は県内の中世城館址でも広範囲に発掘調

査を実施した城館址のひとつで、最近まで多くの成果を得

ている。発掘調査は、昭和54へ55年に実施した国道4号線

一戸バイパスの事前調査として実施したのがその端緒で、

北館の一部と八幡館、神明館の東側の館とその周辺の堀を
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対象とし、城内の東側を南北に縦断するように調査してい

る。更に道路開通後城が市街地に近く位置するとめ、周辺

が開発地帯と化したためそれに対処するための調査を昭和

57年から実施しており、今年度で4年目となる 以上の調

査結果は次の通りである。

城の主要を郭と考えられる八幡館、神明館、坪こ常会館

の辛勝よ未調査であるが、神明館、八幡館の東側の館で掘

立柱建物跡、竪穴などの建物群を検出している 建物のな

か「告よ掘立柱建物跡がその中心をなすもので、掘立柱建物

跡の圧紺酢二竪穴が配置され建物群が構成されている事が判

明した 掘立柱建物跡のなかこは梁行3間、桁行5-8間

一
276

-



園
一戸城跡出土木製品

でしかも廟の付く建物群と、梁行1-2間、十硝子lへ3問

の小規模な建物群とがあり、前者が各館で主体的となる建

物で、家臣などの居住用の建物と考えられるし、後者がそ

れに付属するものである。後者の用途は推定と在るが、あ

るいは櫓をどの建物と考えられるものもある。居住用の建

物には、桁行8間に更に3×3間の振り出しが付き、更に

四面廟となる建物も検出されている。

掘り込みを伴をう建物である竪穴は、その規模は2へ5

mと居住用の掘立柱建物跡より小さく、その形態は方形で

不規則を柱配置と在る。しかも昭和58年の調査で柱穴の中

から未加工の柱がそのままの状態で出土した。以上から建

物は粗雑をつくりで、しかも梁行1へ2間の建物同様居住

用建物に付属する建物と考える事ができる。このような竪

穴の中からは、多量の炭化した穀物や石臼、鎧金具がまと

まって出土しており倉庫、あるいは作業場等に使用された

ようである。このようを遺構は、館の上だけでなく八幡館、

神明館の腰部状の平場にも広く分布する事が最近の調査で

判明しているし、この腰部状の平場と各館との間には堀が

めぐっている。全体として堀は城の外側が大きく、城のを

かをめぐる堀は比較的小規模をようである。調査では、以
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上の遺構が各平場で重複して検出されているし、更に同じ

性格の建物どうしが重複する例が多く、各平場をめぐる堀

も走行を異にして重複する例もある事から、城がかなり長

期にれたって使用され、しかもある時期には大規模に改造

をしているようである。

遺物も豊富に出土している。陶磁器、木製品、金属製品、

石製品で特に木製品(実測脚 は、当時の生活の様相を

如実に示す貴重を資料と在っている。いずれも堀からまと

まって出土しているが、下駄(1-8)、漆器(5-6)、錐

の柄(11)、折敷(10)、曲物の底板(7へ8)、製作台(9)、

板材(12へ15)、ヘラ状木製品などの種類がある。特に下駄

が最も多いが、形の揃ったもので10点種ある。形態から台

部と歯を一木から作った連歯下駄(1-2)と、台部と歯を

別々に作った差し歯下駄(3へ8)があり、連歯下駄は方形、

差し歯は楕円形を呈している。 1を除き成人用の下駄と考

えるが長さは21cm種であり、現在の女性用下駄より幾分小

さい。材質は、連歯下駄がマツ、ケヤキ、差し歯下駄は台

部がホウノキ、歯はキハダ、ケヤキである。漆器は、 5の

椀、 6の皿更にへラなどで、椀には松を摸した文様がつい

ている。
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一戸城跡出土陶磁器・古銭

木製品と同じく日常の生活用具である陶磁器 仁実測図)

も多い。舶載晶と国商品があるが城の存続期のものとして

は圧倒的に舶載品が多い、、∴ ずれも中国塵の脊髄t lへ一6)

が大半を占め、同じ中国涯の白磁、青花、赤絵、褐軸陶器

(7)も含まれる。器種は腕、皿が圧倒的に多く、椿:ニ壷

の破片も含まれている、国庫品には、瀬戸、薫瀧履 く8岬-

10)の陶器が主体を占め、同じく日常の刷器である椀、皿

が多いが、なかこは茶器である天目茶碗や壌軸の香炉、火

鉢をども出土している、以上の陶磁器は、その伯母阜日代か

ら城の存続時期を推定する車ができる,

金属製晶は、鍋、鉄、鉛でつくられるが、大半は鋼製品、

鉄製品であるっ 鋼製品では渡来銭が最も多く10(汗友以上を

数えるこ その中で北宋銭が主体を占め、次いで明鋳、更に

膚銭、南宋銭も含まれる。がんさし(実測図上 鐙の綿商の

詔金(同)も鋼でつくられているこ鉄製品申出ま、合計200

点近く出土しているが、城館祉特有の武具、避築用具、労

働朋具などで、武具には鍛(l-8)、川20上 鎧金具(9

-17上 建築刷具昌ま釘(29へ37)、輯(28上 労倒用具には

針(23-24上締金具(38--39)、火打金(22上 オヒキ急く21)、

紡錘の軸棒(46へ47)がある)寸とキ金とは、椋宣どの種物

から繊維を秋男片す道具で、更にその繊維によi)をか†て

糸にするのが紡錘である.錆金具としては、小礼の他一草描

-
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の裾板(10)、脇板(9)などの優品も出土している。

布製品 情i41へ45)は臼(45上 焼石(42上 硯は3)で、臼

は粉穐き臼で砥石とともにその敦は多いこ その母手洗鉢、

あるいは描き出に類似した石製品も出土している。鋼製品

は、鉄砲玉(岡40)が1点ある二子与上の遺物は 木製品以

外は城困各地から出土するが、火災昌登った軽み跡や堀の

中からは当時の食糧である穀物が出土している 米、麦、

大豆、小豆、ヒ工、ソバなどで、特に暗闇蒔9年度に調査し

た八幡館の西側の腰部状の平場で検出した竪穴からは、大

豆、小豆、ヒ工、籾、小アワが同じ竪穴からまとまって出

上しており、竪穴が穀物の貯蔵庫としても使用されていた

車を示日日江資料となっている なかでも大豆、小豆、ヒ工

の量が多く、城内での多様な食生活を推定でき三,。

車扱は、 「削ヒ朝川降中世の糠部とその周辺宣・支配した

南部氏の一族である一戸南部氏の曙城である。 ・戸南部氏

に関する文献資料は少なく不明であるが、近世J;蜂の資料

によれま鎌創、紅い二的代行朝が野出城に層住し、 2代目一一

戸摂津守義美が臆一戸館に移り周辺の二万石を績付して以降

代々臆▲族が居住したと言おれているが、練主である三戸南

部氏同様葦叩時代以前の資料は菅蕪でありそれ〆ご嚢づける

ものかた告、室町時(卓二なると 二戸南部氏が拙畠し、横軸
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一戸城跡出土金属製品、石製品

郡はもちろんその周辺にまで勢力を拡大するが、同じ頃一

戸南部氏も各地に分族を出し、岩手郡西根田、閉伊、九戸

郡東部、鹿角、津軽にも一族が分布している。しかしこの

時期でも一戸南部氏の様相は不明であり、戦国時代末期に

なりようやくこの動向を知る事ができる。すなわち、天正

9年(1581)に城主である一戸兵部大輔政道が弟で平館に

居住していた一戸信州により、その子出羽ともども殺害さ

れ家系が断絶したという衝撃的を事件とその後の南部一族

の内証、つまり九戸政美と南部信直の確執により、一戸城

も両陣営の争奪の対象となり、天正19年(1591)、秀吉の奥

州仕置最後の争いとなった九戸城の攻防に先だち中央軍に

より攻撃され落城し、翌年廃城となった。以上が一戸城の

歴史的背景であるが、数次の発掘調査では、出土した陶磁

42
43

器、古銭の使用年代から15Cへ16C、特に16Cを中心とす

る使用年代が想定され、室町時代から戦国時代を中心とす

る城館址であることが裏づけられている。しかも検出した

掘立柱建物跡、竪穴がいずれも重複し、堀にも新旧がある

事から数回にわたって城を改築、改造をくり返している事

が明らかに在っているが、広大を面積を有する城内で各館

がどのようを性格をもつのか、あるいはどのように城が変

遷したのかについては、今後の調査を得た牽ければをら老

い。そして木製品をどの遺物も豊富であり、重要な城館址

のひとつである事は確実である。
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五月館 二戸都一戸町小鳥谷宇目!

小鳥谷の集落の南船二張りだした丘陵が館

である。館の南側は比高50m以古T)富農でそ

の下を平横川が流れ、北伸二も比肩2(手工紺m ノ

器岩畳嵩岩啓
二を。、上が6う×40m、帥)×62mのいざ∴ ∵ ′′

∴ /二秒れも不整の方彬で、その比高はl.5mと去っ

ている_ 申)平場東櫛二は、幅10mし!)帯邦雄

の細長い平場が数段堀中っいているがこの、早

場は東側からの巧撃を守る堀跡J)可能性が強

い 館は全面畑地で偲桐犬態も良いが、西端

に上水道の配水場があ夕) ▲部壊れされている

館の北東阜二八幡神社、小谷を隔てた北側

に中世から迂曲胴囲仏像を持つ仁昌幸観音

堂、阿弥陀堂、更に掛合千草の国指定大黒記

念物藤島の藤があるほか、館の北側口封‖奥

州街道と′まっ一二いる、五月館とは延暦、弘仁 塾\
期の遠閏公五手車二両来すると言出し、中世・〔

は九戸の乱で姉帯域に篭城した小鳥谷摂津の

居館で別名小鳥谷館とも言われ白鳥

中里館 二戸郎漢書・戸申出三千二武道平

鳥海地車章)ニッ五月lと小友川は中里で合流

し龍頭用となるが、この合粗也点の東側の段

丘面に位置する二 3郭まで確認でき、中央正

面に経・土0mの正方形の亨的拐り、モノ),封丁後

方にそれぞれ郭がある予南側の郭は、経捕メく

45mで東西に長く、北側の郭は、危篤×55調-

と南北にやや長く、西側は中央の郭を囲擬す

る形と曇る。堀は、中央の郭と後方の郭を区

画する他、後方の郭の東西方面こも残存して

も中主幅8へ10mで、深さは2へ3mはある二

館の東側は2へ3m高くなり、更に上位の

段丘へと連続するが上位の段丘と館とを直面

手る南北の堀は坤まったのか残存しない、

館は、戦国時代末には南舘玄轟音、中里大

輔、中里弾正等の居館であったろうと言われ

ている。各平場から縄文土器、土師器、古銭、

陶磁器を表探している他、周辺には武道平、

旗鉾、高屋敷、鳴排卵)地名がある言、握の

集落内に二戸七観音巡礼のひとつである中里

観音や中世期の室縁組塔があるし
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月館誠 二戸都子二叩国籍字舘

ニッ石川東岸の段丘上にあり、館の西側下

に泉田の集落が広がっている)南北200m、東

西100mの南北に長い郭であるが、後方にも

堀跡らしい箇所があり2郭とをる可能性もあ

る。ニッ石川に面した館の西側は、段丘崖と

なり、その南北両端に小谷が走り、比肩10m

程の同じ急崖となっており、段丘面の続く東

側に幅7へ8m、深さ2へ4mの二重の堀を

穿ち区画している。

平場は比嘉lへ2mの二段になっており、

腰部状の平場である下は寺屋敷と呼ばれ、上

の平場には北側に八幡神社がありかっての寺

跡だとも言われその裏手が墓地とか)ている。

又平場中央副群「1初期まで井戸跡があったと

言われるが今はその痕跡も無い。以上の腰部

状の平場と上の平場は堀で区画されている可

能性が強い。

築城者、築城時期ともに不明であるが、代

代月館氏の居城だったと言われ、戦国時代末

期の居住者として月舘隠岐、月舘右京の名を

散見できる。

出ル町館 二戸郡一戸町出ル町字出ル町

ニッ石川上流の出ル町の集落東方の段丘面

に位置する。東西63m、南北40mの歪んだ方

形の館で、後方の丘陵とは幅5.5m、高さ1.5

mの土塁、幅10へ12m、高さ4m程の堀とで

隔絶しており、堀はそのまま南側まで続くつ

館の北側は、平場から2-3m低くなり、幅

15m程の腰部状の平場となり、この平場はそ

のまま東側まで伸びるが、ここも堀跡の可能

性が強い。平場北東隅の土塁上に八幡神社の

小用がある。

築城時期は不明であるが、代々出ル町民の

居館と言おれ、戦国時代末期に出ル町与次郎、

あるいは出ル町将藍が居住したと言かれてい

る。館の対岸I血に中世末期から近世初期

の宝籠印塔、同じ対岸の北側2血に応永五年

(1398)銘の宮田宝匪卵塔(県指定文化財)

がある。館の下にある民家は屋号を館と呼ば

れ、北側には、近世中期開基の黄葉宗福寿魔

があり、その周辺は寺屋敷と呼:よれている。
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松岡館 浄法寺町大字漆沢字松岡

安比川支流の宮沢と西の沢の合流点の南に

位置している。標高230mの台地上で、南を除

く3方が比高40mの断崖絶壁の天険の地を利 害
用している。

館跡は南北に連なる上館、下館の2郭から

なり、中央部は道が東西に走っている。上館

は南が広がる東西60-100m、南北約100mの

長方形である。南は幅15mほどの空堀によっ

て松岡山から分断され、東と北は空堀と同レ

ベルの狭い畑が続いている。堀が巡るものと

みられる。部内は平出で、牧草地となっている。

下館は東西約50m、南北約100mの長方形を

毒す。前者同様に幅の狭い畑が連続し、北端

と東端では幅15mほどの空堀が確認されるこ

とから、一巡する空堀跡と考えられる。部内

はほぼ平坦で、畑として利用されている。郭

の外側では、北に北野口大明神、東に「千本

槻」と呼ばれる八坂大明神が肥られている。

当館跡は『館持支配帳』によれば「松岡館

300石、松岡尾張」とあり、代々松岡氏の本

拠地と伝えられている。

大清水館 浄法寺町大字大清水字下谷地

安比川左岸の支流袖野川との合流点に位置

する。標高250mの台地上で、東と北が比高

30mの断崖絶壁で区画された天然の要害の地

に立地している。

3郭からなっている。 I郭は東西約110m

南北約70mの最大規模をもち、順次小さくな

る。一部不明を所もあるが、幅4m前後の空

堀が国縫している。堀の内側が若干高くをっ

ており、内側に掘り上げられたもののようで

ある。部内においては平場の造成が認められ

ないが、松林の中では建物跡と推定される10

m前後の矩形の平坦地が確認できる。

Ⅱ郭は東西約50m、南北約40mの方形で、

畑地造成によって平坦となっている。断岸を

除いて堀が巡っている。工郭とⅡ郭の間は二

重堀であったようであるが、畑地となっては

っきりしない。この堀の先の段丘崖中腹には

井戸があったと伝えられている。

Ⅱ郭の北東部には東と北が堀に囲まれた東

西約30m、南北約20mの小さを郭が続いてい

る。 /
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浄法寺城 浄法寺町大字浄法寺字八幡館他

安比川の左岸で、北西から張り出す台地上に位置する。

東西約400m、南北約700mの広大を面積を占め、浄法寺町

随一の規模をなす。標高は240mで、北西を除く3方が比高

40mの断崖絶壁をなし、天険の地に構築されている。城跡

は南北に連をる八幡館、大館、西館、新城館の4郭からな

り、八幡館と大館の間を鹿角街道が通っている。また、西

に福蔵寺、南東部に神明社が配置されている。

八幡館は小字「八幡館」に所在し、東西約340m、南北約

150mである。四同は断崖で南が安比川によって限られてい

る。郡内は東と西に平坦地があり、南は幅が5へ30mの小

さを平場が続いている。現状は畑地で、白磁、青磁が採集さ

れる。北東端に大館稲荷大明神が祭祀されている。

大館は八幡館の北に接し、北と西に空堀が巡り、東と南

は急崖である。西堀は2重になっており、 2時期にわたる

西館は大館の西に接し、 『南部諸域の研究』の「申館」

である。東西約160m、南北約200mで、円周に幅10mほど

の空堀が巡っている。高塀は大館の西堀中央に取り付く形

をなしている。この南には南北約50m、東西約130mの腰部

が付くが、大館の拡張によって2分されている。

新城館は大館、西館の北に接している。東西約300m、南

北約250mへ150mで方形館が斜めに接合した形を毒す。北

と西は幅5mほどの空堀が巡り、東は断崖に在っている。

部内は平坦で畑として利用されている。

当城跡は浄法寺氏累代の本拠地である。 14代重恒の代に

南部守行の摩下に属し、 25代重房の代に南部下臣となった

と言われている。また大正19年(1591)の九戸争乱では南

部氏に属し、 『館持支配帳』では「浄法寺館、五千石、浄

法寺修理」とあり、南部氏家臣の中では大身に属している。

天正20年に破却されたようである。

一
283

-

」/



蝦夷館 浄法寺町大字御山手長流部

長渡路と長流部の集落の中間に位置してい

る。標高210mの平坦を台地土で、開折合に画

した丘陵先端部に立地している。北東が開析

谷、北西が比高25mの段丘崖である。

館跡は東西約50m、南北約30mの方形の小

さな館である。空堀が巡る単郭である。堀は台

地側が一段低い畑地として利用されているこ

ともあって、 10mと幅広くなっている反面段

丘崖では2へ3mほどの段状を呈している。

部内はほぼ平坦となっているが、段丘崖の

縁辺部では堀跡この識別が困難である。全面

松林とをっており、木賊が繁茂している。

をお、北西約300mには長波路館、南西約200

mには長流部館が存在している。

古来、「エゾ館」と呼ばれており、古い要素

を残していると考えられるが、発掘調査等は

実施されておらず、詳細は不明である。

佐比内館(館市館)安代町館市

米代川とその支流見川との合流点に臨む小

高い丘陵の突端上に築かれた館である。館の

北側眼下、合流点の手前には、田山館市の集

落が広がる。集落との比高は40m程である。

館の北面は米代川こ臨む急峻を崖、同様に画

面は見川に沿った険しい断崖である。東面は

米代川に注ぐ深い沢によって切られている。

また、南面は幅10へ20mの2重の空堀で奥羽

山脈へと続く山陵の斜面を切ってある。単郭

の館で郭の広さは東西50m X南北70m程であ

る。空堀の他には特に遺構は見当られ、。現

況は畑、山林である。

東は二戸へ、西は花輪へ通じる鹿角街道を

間近ににらみ、さらには平館方面に抜ける兄

川沿いの道を押える交通の要所、軍事拠点で

ある。

佐比内氏は成田氏の一族であり、 「鹿角由来

記等」には、館市は佐比内采女の領地とある。
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田山館 安代町溝口

莱住用の上流 根神申 右吊、剛直)集落

出川I本村)を北から見巨十十丘陸自十二ある

集落を乗せ坤両州面から申出詳細へ一二時mで

ある(南北∴細長い館で、而i北こ細)m X東西15()

m)南面は米付出二臨出紅言、桂であり、西

仙よ米I申出二注ぐ深い浩二よって切られ∵-,、

る、 3つの郭からなり、北側から順に上納(東

西70mX南北110m上中鮒(東西50m 〉く南北鮒

m十下館(東西80mX南北8(:)mi と畔上おし●;

いる。館の北面及び各部伸輔利島10m消長、

深さ7-8mの空堀によ,-÷隅てら点て∵、る-

現況は殆どが畑で、 一部中林と宣 言:いろ

咽‡の糾明下は浄法寺福横寺し′′)末寺、碑冊荒

地厳封升境内である/

二の粧上車軸的鵬にあた。、交通\‖
の要所であったた車両用曜重要な軍事 \_十」

上の拠点であっ与へ

浄法寺氏系事柄二よれ烹言争法寺氏9代重夫

U)朝、久胸伸二おく出冊藤冊と〆/ミニ/ノン

\J
称したという 差

一一/〆ノダ〃 / /

晴山館 九I榔軽米町大串帥卓二築ヶ宮

崎両地区は軽米町の北西方面」位置する

館は下略山南東の平地に実き出た丘堕しり:再騰

からなり、西側の郭は東西120∬l、南北l軌うm、

東側の -段低い郭畳まOX5()m、更に北榔よl00 曇

×100mで郭の間と後方告丘陵との境;こ堀がめ

ぐる{ 各部には更に2段の平場があり、 5〈)×

20mの範囲に西端の部分がl段高くなってい

る 城山と呼ば直る東端の郭勘’同神社、城

山揃荷神社朝党内と女手) 、南側了手淳旧習帥串)

ため寸削平されている言出王者よ、草間即封t

末期に九戸故実の有力を家臣として九戸城に

篭城した晴11」冶部少輔の癌館だと言われるか

詳細については明らかでなし㌧∴主都と考えら

れる曲別の館から昭和51年に多_貼り離鋤出

土している。、晴山館周辺の谷すし∵二は館が多

く、北側の対岸に高館がある他、西方に新山

館、北東方面二高音館、上尾剛の館、ふん飴

などが分布している,その中で掴帥」縮ま眺

望が良く、晴山、高富の集落を量二一望できる位

置にある。

> /一一一場、へ/
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高察館 九戸郡軽米町大字高家字釜ノ沢

瀬月内川流域の高家部落南側の丘陵地に位

置している。東西80m、南北100mの単郭でそ

の同園に幅7へ8m、深さ4へ5mの堀が二

重、あるいは三重に巡り区画している。平場

の東端に幅5m、高さ2へ3mの墨状の凸地

がある以外、平場はほぼ平坦に在っているが、

北西端に腰部状の平坦地が数段連続している。

平地との比高は40m程あるが、県道から館に

通ずる小道のある北側にも道を挟んで両側に

長さ150m、幅30mの平坦面があり侍屋敷の跡

と言われている。高家は二戸一軽米と三戸、

八戸へ通ずる交通の要所にあり、南方2-3

山には晴山館がある。

築城時期、存続時期ともに明確でないが、

戦国時代末期に九戸政美方として参戦した高

家将監の居館だと言われている。高家氏の詳

細も不明であるが、西方の水害部落の県境近

くに伝高家将監の基と言われる五輪塔がある。

保存状態も良く遺構も比較的明瞭に残ってい

る。

上館 九戸郡軽米町上館字下町

軽米の南東2山の上館に位置する。上館は

久慈街道と軽米から九戸へ通ずる道路沿いに

発達した集落でその間を雪谷川が蛇行してい

る。館はこの雪谷川の南岸の段丘面にあり、東

西60m、南北120m,東西80m、南北30mの2

郭からなり、前者の郭には、幅8へ10m、深

さ3へ5mの大規模を堀がめぐるが、雪犀川

に面した北側は急崖であり堀が途切れるし、

後者の郭では堀跡は確認できをい。平場はか

って上館小学校の敷地であったし、現在でも

農機具センターの建物があるため破壊されて

いるが、堀跡は畑地、あるいは田圃となって

おり保存状態は良い。

館主、存続時期ともに定かでをいが、戦国

時代末期に九戸城に篭城した工藤右馬之助謙

綱の居館だとも言われている。東方1血には

同じ戦国時代に活躍した軍門小左衛門の居館

である車門館がある。

-
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くず館 九戸郡軽米町大字小軽米字釜谷平

軽米町の南東に位置する小軽米集落の西方

丘陵上に位置する。雪谷川を隔てた東側1km

には小軽米城がある。自然の沢と雪谷川の

問に突き出た丘陵の鞍部に堀を構築した単郭

で、雪谷川に面した南側は比高20mの断崖、

北側から西側に巡る堀は幅6へ8m、深さ2

へ3mとなっている。平場は東西150m、南北

120mの三角形を呈し、三角形の頂部の南北両

側に腰部状の小規模を平坦地があるが、この

平坦地も堀跡の可能性が強い。平場は南側は

一部雑木林と在っている他は草地であり、保

存状態の良好を館である。館からは小軽米の

南側の沖積地を一望できる。

築城時期、存続時期等も不明であるが、小

軽米に居住した小軽米氏一族の居城ではない

かと言われている。対岸の標高220mの独立丘

陵に月山神社がある。

小軽米城 九戸郡軽米町中軽米宇田屋

九戸街道に沿った小軽米集落の東側で雪谷

川に突き出ている標高240mの断丘面に位置す

る。雪谷川沿いの沖積地との比高は20mで、

川に面した館の西側は急崖と在っているが後

方の丘陵に連続する東側と南北に堀を構築し

た東西80m、南北160mの平山城である。

平場は三段になり、東側の頂部は10×40mの

平坦面と在り八幡宮の中和がある。堀は幅が

6へ7m、深さ4へ5mで南北両側の中途で

途切れている。

築城者、存続時期ともに不明であるが、戦

国時代末期には南部一族の小軽米佐衛門佐が

居住していたと言われ、九戸争乱時には野田

氏、種市氏とともに信直方として参戦してい

る。終結後詰城破却令に書き上げられており

廃城と怠った。城からは小軽米の集落を一望

できる他西方2血に小軽米城と関係あると言

われるくず館がある。
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なら館 九戸都軽米町大字小幡米字動向

軽米町南東の山間地に位置している主 周辺

は米f即=浩中二米田、輯羽、午ケ溝の集落か

点組るが、その集落から2‾3km離植=」 \-ヽ二ヾ ‡
地にあり、最も近い取久保の集落からでもl

山程離れている、舘は標高300m、比高30m

越える山地「離臣こあり、単郭で小規模を平場

を持つが、半場の中に経5へ6mの竪与l高夫の

凹地が4ヶ所:ニ残っている∩ 平場下の斜面に

は南側に2条、北側:ニ4条の堀跡がありとこ

ろどころ途切れるがほぼ・巡している二 全面

雑木林とか,てお出暴行状態も良い、,館主、

時期ともに不明であるが中彊地、あるい告上

野部から比較的遠く離れ、 11」地境臭、山麓;二

位置する館が韓米町では比較的調査され-こお

り、館、館森、蝦夷森、館ぐし、古館、古山

と呼ばれている・以上の館は軽米町の城鮒の

半数以上を占めているつ竪穴の痕跡は、なら

館南方の民間用の館森でも薙諸できる

江刺家館 九戸都丸戸村大字江刺音字江刺

客

九戸村の北部にあたる冊工刺客村の中心部

江刺素に位置する言璃打者周辺では、集落の

西側に段丘面が広く分布するが、その先端部

に館を構築している。東西170m、南北80へ120

mの東西方向に長い郭で、南北の谷筋と西側

に幅10m、深さ8-10mの掘共の大きい堀が二三

あり、西側と北側では 一部二重になっている_ 一

東側には腰部状の平場が段状に続きそのまま・∴

10数mの段丘桂となるが、この小規模を平場
」-

にも堀が残り、しかも土塁を伴をっている。

この土塁は南側で一部途切れるが、そのまま

西側まで連結している。平場は二段になり、

全体に西から東へ低くなるが、特に中央部分

が醐蕨より更に・段低くをる。剛直約30m 空士

程隔てた丘陵地にも南北の堀があγ)区画され

るが、現状では平場とした痕跡はない。北側

中央でよ堀が途切れる箇所がある∩ あるいは

廟lか。館主は室町時代は九戸信仰、戦国時

代になt)江刺素氏に交替したと言われる_
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伊保内館 九戸都丸戸村大字伊保内字伊保

内

九戸村の中心部である伊保内の西側段丘面

に位置し、館からは瀬局内に沿って発達した

伊保内の市街地を一望できる。別名宮野城と

もいい大館、小飼の2館より構成されるとい

うが、小飼には伊保内幼児園があり、周囲を

谷で囲まれているだけで現状では堀等の遺構

は確認できれ、。遺構が明瞭に残るのは、大

館の南側から西側にが†てで、幅10m、深さ

3へ5mの堀がめぐり、更に西側では幅3へ

4m、高さ1-2mの土塁を伴をっている。

郭の規模は大きく、大館で南北130m、東西200

m、小館で東西150m,南北で100m程である

が、小飼の南側は緩斜面となっている。瀬月

内川に画した東側の段丘崖にも小規模を平場

が段状に残るが、この平場の一部に近世以降

建てられた円満寺があ手工一部壊わされている。

築城者、沿革ともに不明であるが、伊保内

美濃、あるいは同辺の大名館、熊野館ととも
日日

に九戸南部一族の唇館だと言われている。 〕

エロ

百。口誼!

大名館 九戸郡九戸村長興寺 霊

長興寺集落の南西1皿二位置する。国道紘0三
園
ノ′ ′

号線を西側に折れる直線的を九戸神社の参道

北側に沿って平野部に突き出た標高300mの

丘陵地が館である。郭は東西200m、南北70m

の長方形を呈し、北側から西側にかけて幅7

へ8m、深さ3へ5mの堀が残存する。南側

の堀は、九戸神社の参道で途切れるが、その

まま一同していたのが道路により削られたも

のと思ねれる。平場は牧草地となり平坦面が

続くが、郭の南側は緩やかを斜面で、東西に

長い平場を設けており段状になっている。郭

の東側は比高2へ3mの崖となり、更に一段

低い100×50mの南北に長い平坦面がある。こ

の平坦面は外館と呼ばれ、かつてその北側に

堀があったらしいが、あるいは腰部的な平場

であろうか。

居住者は、熊野館、伊保内館同様九戸南部

氏の一族と言われ、九戸南部氏ゆかりの九戸

神社が西側500mの近距離にある他、北側の寺

林に同じ九戸南部氏の菩提寺であった長興寺

がある。

°、、、 >

口、、 :●

〔古さ∵ 了も口

口 0
‾-〔コ くつ
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状館 九戸郡九戸村大字戸田字狭館

九戸村の中心部伊保内から南へ10血離れた

戸田地区の泥ノ木で、更に西方に1km入った

狭館集落の手前に位置する。典型的を山城で、

山地から突き出た標高400mの蝦夷森と呼ばれ 士

ている山頂にあり北側の小谷も蝦夷森沢と

呼ばれるが、この沢との比高30mの山地頂部

に幅4へ5mの堀をめぐらし構築している。

堀は、後方の山地へ続く西側で、深さ1へ2

mの凹地として残るが、斜面上にある東側で

は埋まったのか平担にをっている。平場は狭

く、南北20m、東西15mの楕円形を呈し、そ

の中に径5へ6m、深さ20へ30cmの竪穴の痕

跡が数ヶ所にあり、更に西側の堀の外側に位

置する馬背状の鞍部にまで分布している。周

辺では、泥ノ木の集落と瀬月内川を隔てた対

岸の山地頂上に高倉館があり同じく蝦夷館と

呼ばれ、いずれも古代末期の館ではないかと

も言われているが、居館者、時期等その内容

は不明である。

熊野館 九戸郡九戸村伊保内

伊保内の市街地の北側で谷底平野に突き出

た比高60m程の山地に立地する。瀬月内川の

対岸には、北側に大名館、南側に伊保内館が

あり、それぞれ熊野館からほぼI血の近距離

に位置している。山は、そのまま後方の山地

へと連続しているが、幅が狭くなり、しかも

比較的比高の低い鞍部に幅10m、深さ3へ5

mの堀を穿ち区画している。郭は全体で東西

220m、南北100mを測るが、自然地形に沿う

ように平場は数段に分かれている。瀬月内川

に画した西側先端部の平場が最も高く、頂臭

に小規模を平坦面がある他、回りの斜面にも

幅1へ2mの平坦面が段状に続いている。あ

るいは堀跡であろうか。各平場は、熊野神社

のある中央が最も大きく東西150m、南北30m

の東西に長く、東側から北側にかすて幅1m、

高さ0.5mの土塁状の土手がめぐる。この中央

の平場から北東方向には更に数段平場が続い

ている。沿革等詳細については不明であるが、

大名館、伊保内館と同じく九戸南部一族の居

館であったろうと言われている。
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(十三)岩 手 県 全域概観

面積15,278蘭の岩手県域は、軸台9年(1876)に成立し

た。それは旧盛岡蒲と仙台蒲のそれぞれ一部の合体によっ

たものであった。ここに本県の歴史的特色が顕著にあらわ

れている。すなわち、本県は歴史の各時点において、異な

る歴史的環境(社会的環境) ・自然環境をもつ地域の複合体

であることが多かったのである。それはたとえば、縄文時

代における大木系土器と円筒系土器の、弥生時代における

大泉系土器と二枚橋系土器のそれぞれ併存、古代における

律令制社会と非律令制社会の併存等を経過して、既述の両

藩の存在にいたる経過で示されよう。

これに加えて、各時代・各期の政治情勢(とりわけ外方

勢力の侵入)も影響し、より複雑を様相を出現させたので

ある。このような背景が、本県の城館頬のあり方に大きく

影響しているのである。

確認されたl,429ヶ所の城館類は5種に大別できる。①平

安時代初期の律令政府の城柵・官衝頬(胆沢城・志波城・

徳丹城。なお、県央から県南部に散見する「万人「」をる

地名は、郡衝や駅家等の地方官衝に関係する可能性が指摘

されているが、曲尺城・志波城のほがま未確認である)。②

古代末期の安部氏・平泉藤原氏等の在地豪族の居館類(金

ヶ崎町鳥海柵跡等。これらの擬定地は多いが、遺構類が確

認されているのは少ない主③中世から近世初期までの城館

類。これらには本城と支城、居城と物見等の機能の別があ

る。司東調査員の指摘のとおり、これらは組み合わせとし

て理解すべきものである。 ④中世末から近世初期の環濠屋

敷等の、いわゆる豪族屋敷類。 ③よりは小規模で構造も単

純であるが、県南部を中心に明確に分布する。 ⑤山頂部に

立地し、頂部の平坦部の囲りに堀や土塁をまれすもの。中

には、竪穴住居棟の凹みを複数伴うものもある。また、向

かいあって存在する例も多い。居住者・築城著名に関する

伝承をいっさいもたをい。

大略以上のとおりである。これらを概観すると、いくつ

かの傾向性を指摘できる。まず、それぞれの立地の時代的

特徴である(もちろん、立地は当該地方の自然地形に基本

的には制約されるが、全県を見通した場合の傾向性という

ことである)。 ①はいうまでもなく低位段丘面上の平坦部に

限定される。 ②も同様の面上だが、胆沢川等北上川に注ぐ

支流の北岸に立地することが多い。 ③は地域によって変化

に富むが、基本的には山城が優越する。胆沢・和賀地方の

段丘崖に立地するものも、その比高差は大きく、実感は山

城に近い。 ④は平坦部に立地する。その所領経営と密接に

かかわった結果であろう。これら中世末までの地方豪族が

近世の大肝煎等、地方支配の機関に登用されていく例も多

い。 ⑤は時代その他の詳細は不明である。一部の試掘調査

:こよると、既述の竪穴住居棟の凹みから、古代末期(11世

紀前後)の土器類が出土しており、少くともこれらの中に

古代にまで遡るものが存在することは確実である。

次に構造面を見る。 ①は外郭と内郭の二重構造と、方形

と左右対称の配置を原則とし、律令制下の官衛の性格を如

実に示している。 (勤ま詳細不明であるが、空堀で区画され

た連邦式のものを含むことは確実である。鳥海柵において

は、鍛冶工房と思われるものが集中的に存在した郭があり

郭舞の機能分化が存在したことを窺わせる。 ③は単郭式・

連邦式(複郭式、輪郭式等を含む)に二大別されるが、後

者が多い。全体の縄張りの時代的特徴の把握をど、今後の

課題は多い。 ④は小規模であるが、刷串を堀で区画された

方形基調の単郭式的なものが多い。 ⑤は山頂に立地した単

郭式的なものが多い。頂部のやや下位に堀を教条まわすな

ど、特異を遺構配置を示すものが多い。

4ヶ年にわたった調査によって、城館頬の所在は一応確

認された。今後若干の追捕は予想されるが、その概要は把

握されたといえ、よりいっそうの検討の深化がこれからの

課題である。とりわけ、時代の特定には発掘調査が不可欠

であり、それと結合させた検討が求められよう。

既述の⑤の性格手引真重に検討されかすれば女らをい。 ⑤

は明らがこ県北部に偏在し、しかも人名等の伝承は伴わを

いものの、エゾ館(蝦夷館、秋館、エン館、円館)等の呼

称を伴うことが多い。エゾ館については、短絡的にチャシ

等と同一視すべきではをいとの本堂調査員の指摘があり従

うべきであろう。エゾ館との呼称の上限の確認も必要であ

る。江戸時代の文書には意外にその名は見えない。山頂に

立地する小規模を施設は、通常の城館類に付属する物見的

なものである可能性も大きいのである。

一方、既述のとおり、頂上の竪穴住居棟のものから古代

末期の土器類が出土し、これらが古代に属する可能性も強

い。また、西根町や軽米町におけるが如くに、向かいあっ

た山頂に立地する一対のものとして存在することも知られ

ている。これらのことは通常の城館類には見られをい特徴

である。

11世紀代の本県は、前九・後三の両役の戦場であり、そ

のような政治情勢が上記のような施設を出現させている可

能性もあろう。一種の「高地性集落」である。

いずれにせよ、その内容を確認したうえで性格規定を試

みかすればならをいのはいうまでもない。
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